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｢温故知新｣伊豆諸島は昔から揺れている
　―長期的地震活動の今昔―
東海地震想定震源域の見直し
　―防災科研の成果が生かされる―
三宅島のカルデラはどうやってできたのだろう？
未知の断層を発見―インド西部大地震
　―地下10～35kmの動きでも大きな被害―
“雨がやんだら”土砂災害は起きないのか？（その２）
Ｅ-ディフェンス工事は順調
強震観測施設の一部手抜き工事､再発防止に理解を
最先端の科学と出会う２泊３日
　―独法化初のサイエンスキャンプ2001―
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　高感度地震観測網 (Hi-net) が日本全
国に展開されてほぼ１年が経ちました。
この間、鳥取県西部地震・芸予地震な
どの被害地震を含め活発な地震活動が
観測されています。大きな地震が発生
した場合、その発生場所を素早く知る
ことは地震の全体像を把握するうえで
とても大切なことです。そのために、
Hi-netデータを用いた即時震源決定シ
ステムの試験的な開発を始めました。
　Hi-netシステムは、約500の観測点
を全国に展開し、人体に感じない微小
な揺れから大地震の強い揺れに至る震
動の様子を、常時つくばのデータセン
ターにおいて記録しています。それぞ
れの観測点の揺れの大きさを地図上に
プロットして震動分布をわかりやすく
示す、シェイクマップが得られます。
2001年8月25日に京都府中部で発生し
た地震（マグニチュード5.3）のシェイ
クマップを見ると、京都府中部を中心
に揺れの大きな領域が分布しているこ
とがわかります。
　即時震源決定システムは、シェイク
マップを利用して震動の中心を求めま
す。地震の揺れが震源から同心円状に
広がっていく性質を利用して、ある時
刻の揺れの大きい領域の境界を円にあ
てはめ、その中心を求めます。このシ
ステムでは、１秒ごとにシェイクマッ
プを作成し、ある程度以上の揺れが発
生した場合に自動的に震動の中心を求
めます。京都府中部の地震の場合には、
最初に揺れが観測されてから数秒で震
動の中心を求めることができました。
　求められた震動の中心は､ホームペー
ジ上で自動的に更新されます。現在所
内で試験運転をしているところですが、
いずれ一般にも公開する予定です。
�（問い合わせ先：固体地球研究部門
　�研究員　木村尚紀）
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